
直亙E
教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について概要版

H27.6.25 

［翻査の趣旨］

教育支援セン＂ー（適応指毒事教室）の現状に関する義礎的 1警報を把握する。
「教祷支媛セン＂ー（適応指導教室） J（以下、教務支援セン告ーとする。）とは、不登校児霊童生徒等に対する指導を行うために教習
委箆会及び首長部局（以下「教育委員会等Jという。）が、教爾セン＂一等学校以外の場所や学校の余裕教護等において、学校生
活への復嬬を支綴するため、児3量生徒の在籍校と連携をとりつつ、個別カウンセリング、室長団での指導、教科指導等を組織的、計
図的に行う組織として設鐙したものをいう。なお、教育相談室のように単に相談を行うだけの施設は含まない。

【翻査対象】
都議府県及び市区町村（毒事務組合、広域連合及び共同E宣言霊を含む。）教育委員会等
※一部の教育委員会は未回答。

0 教習委員会における教商支援セン合一（適応指導教護）の設霞の有無について（首長部局設蜜を含む）

回答数｜翻l合 回答数｜劉合

ア設盤している I1.os4 I 59 8自 lイ設鐙していない1130 I 40.2百

0教育支援センヲーを殺蜜していない理由（教育支援セン告ーを設鐙していない教爾委員会のみ。3つ以内で複数回答可）
回筏数 割合

ア i置所を希望する不登校の児童芝生徒が少ないと見込まれるため 459 62.9詰

イ教育支援セン＂ーを走塁留する予算、綴所の確保が困難なため 369 50.5% 

ウ不登校の児宝章生徒が適所できる施設（教育相談セン聖一等）が他にあるため 83 11.4目

エ近隣にある他の市区町村の教育委箆会と援機L、受け入れてもらっているため 108 14.8覧

オ都王室府際教育委及会が設霞する教育支援セン世ーの受入対象としてもらっているため 29 4.0百

力その他 E主体的な理由吋 園教育相談員や支援民、 SSW等で00~1］対応を行っているため。
・指導者の人員確保が縫しいため。 等
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0 平成26年度中学校3年生に在籍していた者のその後（平成27年度）の進路

中学校3年生に在籍していた者の数（人） 6,391 

選択肢 人数 劉会 選択肢 人数 割合

ア全日常lj高等学校 2,353 36.8目 オ各種学校、率門学校 523 B白2百

イ定時制高等学校 1,578 24.7% カ就職 53 0.8詰

ウ遇｛雷嗣i高等学校 1,476 23.1% キアルバイト 35 0.5% 

エ特別支援学校 153 2.4也 ウ在宅 209 3.3% 

※未回答が11名あるため、選択肢の合計と3年生の在籍者数とは一致しないロ

0 受けλれるうZイプ（傾向）（機数回答）
教育支媛セン9ー（適応指導教室）の数 1,281 

選択肢 回答数 害lj合 選択肢 回答数 劉合

ア安学な校どに情行緒き；た毘くても行けない告イプ 1, 191 93.0% 
オ学校に行きたくないヲイプ

862 67.3% （不乱） （学費量不振・きまり）

イ学校に行きたくても行けないヲイプ
925 72.2出

カ人間関係による告イプ
1,193 93.1% （家庭1翠壌など） ｛｛也の克璽集能との関時、教職員との閣時．部活動など）

ウ学校！こ行きたくないヲイプ
241 18.8目キ宣言：図的な拒否裂の不登校児霊童生徒 356 27.8目

（遊び・非行）

工学校に行きたくない告イプ
817 日3.8日

ク特別支緩学校、特別支援学級に在籍する
355 27.7見（然気力） 児窓生徒

0 現在行っている活動（複数回答）

教育支援セン安一（適応指導教護）の数 1,281 

選択肢 回答数 割合 選択肢 図書喜数 割合

ア個別の学習支援 1,231 96.1% ク宿治体験 271 21.2詰

イ授幾形式（談薮形式）による学習支援 383 29.9日ケ子酷たちによるミー手イング｛行事の!I!行霊員会等を含む） 370 28.9% 

ウ社会体験（見学、機塚体験など） 763 59‘6百コ学習成菜、演奏や作品などの発表会 248 19.4覧

エ自然体験（自然観察、幾霊長体験など） 898 70.1% サ相談・力ウンセワング（子供からの抱談対応） 1,140 89.0詰

オ調理体験（昼食づくりなど） 1,011 78.9% シ栂談・カウンセリング（保E産者からの相談対応｝ 1,183 92.3覧

カ芸術活動（音楽、薬術、工芸など） 893 69.7% ス家庭への訪問 537 41.9見

キスポーツ 1,085 84.7目セその他特色あるj舌劾

セ→ボランティア，舌劾（清掃等）、交流体験活動（幼児、商齢者、他教室児童量生徒）、SS丁、粂馬、保慈者の主義い等

0 学習カリキュラムの有無

ア学習カリキュラム（返ごとの時間審lを含む）を決めている。

イ学習カリキュラム！ま決めていない。

回答数 都合

631 49.3自

650 50.J百

0 家庭への訪問指毒事の有無

ア爽施している

殴答数｜割合 2

509 I 39.1百iイ笑施していない 事者
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教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

H27.6.25 

1 調交の越旨

教育支援セン世一（j慶応指導教室）の現状に関する基礎的機報を把握する。
「教育支援セン告ー(j慶応指導教室）J（以下、教育支援セン告ーとする。）とは、不登校児霊童生徒等に対する指毒事を行う
ために教育委員会及び首長部局（以下F教育委員会等jという。）が、教爾セン$1一等学校以外の壊所や学校の余裕教室
等において、学校生活への後t請を支援するため、児霊童生徒のモE鋳校とi墨擦をとりつつ、個別カウンセリング、祭図での指
導、教科指導等を組織的、言十筒的に行う組綴として設蜜したものをいう。なお、教育相談室のように単に相談を行うだけ
の施設は含まない。

2 翻変対象
都道府県及び市区町村（翠務組合、広域i翠合及び共間設立霊を含む。）教育委員会等

3 WI]査項目
閉1 教育支援センヲーの有無
関2 教務支援セン告ーの概況
照3 復籍者の状況
間4 総長室の状況等
閑5 活動内容等
問自 家庭への訪際指諮
問7 運営に係る経夜等
間B 施設等について
間9 E塁営に係る評価について
！笥10 遜級している児愛生徒に隠する学校との逮機
関11 教育委廃会との連携
問12 在籍者への情報捻供

※問1のみ教爾委員会が回答。間2以降は教育支援セン告ー（適応指毒事教室）が回答。
ただし、悶2以降も必姿に応じて設璽者に確認の上回答する、または設蜜者が回答することとした。

間1教育支援セン型ー（王室応指毒事教室）の有然

1-1 教務支援セン~－（j慶応指毒事教室）の設霞の有無について（首長部局設澄を含む）

｜ア設鐙している I1,oa4 Iイ設鐙していない！ 130 I 

orア設霞しているJIこ厨啓した教育委員会は「問2～12Jを問答。
orイ設霞していないJに回答した教育委員会は「関口にのみ問答。

1-2教育支援セン告ーを設鐙していない理由（教商支援セン告ーを設鐙していない教育委員会のみ回答）
教育支援セン安一（適応指導教護）を設鐙していない理由について、以下の選択絞のうち当てはまるものを三つ以内で選択。

ア遜所を希望する不登校の児E量生徒が少ないと見込まれるため 459 

イ教育支援セン告ーを走塁営する予算、犠所の確保が函基盤なため 369 

ウ不登校の児雲量生徒が遜所できる施設（教育相談セン$1一等）が他にあるため 83 

エ近隣にある他の市区町村の教育委員会と提携し、受け入れてもらっているため 108 

オ都i藍H守嬢教育委員会が設霞する教育支援セン告ーの受入対象としてもらっているため 29 

カその他 E主体的な理由→ －教育相談長室や支援A、SSW等で｛匿月lj対応を行っているため。
寸旨導者の人員確保が縫しいため＠ 等
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教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

間2教育支援セン5<ーの概況

2-1 設立霊者について

iア都遂府際 I 2a ｜イ政令指定都市｜ 90 ｜ウ中核市 94 ｜エその他の市町村11011 

教育委箆会 1.2501 首長部局
ー
ーのζ 共菅 オ

2-2施設の名称、

2-3教育支援セン舎一開設年（西暦）

一一一』L 斗一一一一「寄
＝・

食センヲーの設霞織間を次の①～④から一つ選択してください。
選択肢‘①rs年未満」、②「5年以上10年未満J、③「10年以上20年朱済」、④「20年以上J

時蛸 ｜ ω｜ 5～9 I 2411 1 a～19 I 5a2l 20以上 1 3761 

2-4対象児E量生徒

受け入れる対象となる児E芝生徒（複数回答）

小学生 中学生 高校生 認校中退 その他

ア設官愛者が所管する地域に住所のある子供 719 734 62 46 39 

イ設霞容が所管する地域にある公立学校に通う子供 1028 1065 44 31 17 

ウ設霞者が所管する地域にある庖立学校に遇う子供 148 152 11 8 5 

ヱ設E愛者が所管する地域にある私立学校に遇う子供 164 182 19 14 日

自4白



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

間3在籍者の状況
3-1 在籍者数・出席扱いの状況（平成26年度問）

平成26年度閑に在籍した児E量生徒について
( 1 ）国公私立~IJの人数
(2）うち在籍校で指毒事姿録上出席扱いの捻霞をとった人数
(3）うち遜学定期粂率券市I］度遜用人数
(4）毘・公・私立別、学年目j在籍児窓生徒数

。 。 。
1年生 12年生

1年 I2年

10 

0 

29 

0 

23 

0 

32 

10 

61 56 

2 

1年生 12年生

日I 11 o 

1年 I2年

くその他＞

男子（人） 女子（人）
合計

(1) (2) (3) (1) (2) (3) 

高校中退者 2 。 。 3 。 。 5 

その他 12 3 。 10 。 。 22 

phdv 



1年生 12年生

48 129 

1年 2年

3038 5508 

22 

3-2在籍期間と学校後偶者数

平成2日年度悶に在籍した児愛生徒の在籍期間の平均回数と学校復帰者数

く平均在籍期間＞

各学年別平均在籍織問．①「3ヶ月末，T寄j、②「3ヶ月以上6ヶ汚未j諮J、③「6ヶ月以上1年未満j、④「1年以上」

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

3ヶ耳未満 18 42 48 100 120 96 

3ヶ月以上
14 21 41 62 111 108 

小学生 6ヶ月末讃
6ヶ月以上

9 37 64 124 161 224 1年未満

1年以上 2 10 23 54 86 

1年 2年 3年

3ヶ月未満 153 84 50 

中学生 13ヶ月以上
6ヶ月来諮 288 174 100 

6ヶ月以上
326 506 422 1年未満

1年以上 78 201 404 

1年 2年 3年

3ヶ月未満 7 2 5 2 2 

惑校生 13ヶ月以上
6ヶR糸満 7 2 3 

6ヶR以上 27 7 5 3 2 1年未謁

T年以上 26 

3ヶ月5決済 。
3ヶ月以上 。

中退者 16ヶ月未満
6ヶ月以上
1年来謁

1年以上 3 

3ヶ月未満 。
3ヶ月以上 。

その他 6ヶ月未満
6ヶ月以上 。
1年末商

1年以上 。

自6叩



く学校後係者数＞

学年見I］復帰者数

21 I 67 

20 

1年生 12年生
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滋刻鼠遂皇室

文科省では、f指毒事の結果登校する又はてをるようになった児窓生徒」を次のように示しています。（文科省・児3量生徒の問題行動
等生徒指導よの諸問怒に関する調査より）

「指毒事の結果愛校する又はできるようになった児翠生徒」とは、各学校が以下のようながリを参考！こ、個々 の児3量生徒の状況に応
じて判断し、総統的に登校できるようになったと認められる者をいう。
制1学期中は全く登校できなかったが、教育支援セン合一（適応指毒事教室）での支援を受ける中で、特定の教科の学習に災味が持
てるようになり、3学矧には、奥球がある教科の授業がある日は登校できるようになった。
・中学3年生で2学期の前半までは月に1匝程度しか愛校できな由ったが、設任が家庭訪問を繰り返す中で将来の進路などを自ら
考えるようになり、その後、週iこ1回程度は登校するようになった。

3-3小学校から中学校への進学段階における在籍者数

①平成26年度中学校1年生の在籍者

②平成26年度中学校1年生の在籍者のうち、平成25年度にも在籍していた者の数

3,038 

397 

3-4平成26年度中学校3年生に在籍していた者のその後（平成27年度）の進路

平成26年度中学校3年生に在籍していた者の数 6,391 

ア金悶銅j滋等学校 2,353 オ各種学校、率門学校 523 

イ定時制翠i等学校 1,578 カ就職 53 

ウ通信制高等学校 1,476 キアルバイト 35 

ヱ特別支援学校 153 ヴ在宅 209 

※未回答が11名あるため、選択枝の合計と3年生の在籍者数とは一致しない。

3-5対象児3芝生徒

対象児霊童生徒の傾向

選択肢 回答数 選択肢 回答数

ア学校に行きたくても行けない告イプ（不安など情緒混乱） 1,192 オ学校に行きたくない聖イプ（学薬不振Eきまり） 863 

イ学校に行きたくても行！？ないヲイブ（家庭潔壊など） 926 
カ人間関係による空イブ

1, 194 
（｛也由児窓生徒との関係、教隊員との関係、部活動など｝

ウ学校に行きたくない告イプ（遊び・非行） 241 キ笈図的な拒否型の不登校児愛生徒 356 

工学校に行きたくない事イブ（無気力） 817 ク特別支援学校、特別支援学級に在籍する児璽生徒 355 

-7-



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

間4騎H電の状況等

4-1 綴箆数

※常liJJ翁lliミとは正規1韓民、非常勤磯箆lま1年間採用などの続時職員をさす。
常勤職員数（人） 非常勤職員（人）

①教育磯系職員 475 1,147 

②退職教職員 296 1,808 

③行政職系機箆 117 125 

④心理系職員 69 652 

⑤社会福祉系機長 4 81 

⑥医療関係者 日 19 

⑦学生のボランティア 日 742 

③学生以外のボランTイア 2 342 

。その他具体的に｜相談丸支援員、地域人材等 12 316 

合計 981 5,232 

4-2 :I変椅等の状況

常勤・非常勤機長室別資格や経験を有する人数

資格・経験等 常勤職員 非常勤職員

教員免許（ljい中・官室等学校の教員免許） 829 2,976 

① うち小・中・溺等学校の数奥経験あり（特別支援学校、中等教育学校を含む） 754 2,271 

うち生徒指毒事に関する校務分撃の経験あり 373 1,055 

② 臨床心理士等の心理に関する率門的な資格 79 611 

③ 社会福祉士、綴神保健福祉士等の搭祉に関する尊門的な資格 11 85 

④ その他、上記以外 特別支援教育士、保育士、幼稚図教諭免許、養護教諭免許等

4-3外部等門家の活用状況

4-3ー①スクールカウンセラ一等の心理の専門家の配鐙状況

~2ft愛されていない

『長以』

906 llC官愛されている

t塁率」
i人数｛人）
i週当たりの延べ日数（臼）

374 

0.45 

0.74 

酉2~愛されていない主義合の対応、

ア定期的に派走塁されている。 118 

イ必要に応じて派遼されている。 370 

ウなし 404 

4-3ー②スウーJレソーシャルワーカ一等の福祉の専門家のllC霞状況

配霞されている

t 叫』

170 llCfl霊されていない

『総経＼，..－

1110 

i人数人）
Ii恩当たりの延べ日数（日）

0.16 

0.38 

配霞されていない窓会の対応

ア定期的に派遼されている。 28 

イ必妥に応じてjii¥霊愛されている。 423 

ウなし 629 

内
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教育支援センター（適応指導教室）の実態讃査について

間5 活動内容等

5-1 13穣

E重要と考えているものについて、主なものを三つを選択
援助国穣 回答数

ア社会的自立 414 

ウ学校後矯 1006 

オ対人関係の改蕃 368 

キ自信・自等感僚を持たせる 577 

ケ農場所の提供 551 

5-2活動内容

混在行っている活動についてすべて選択（複数隠答）

選択肢 回答数

ア倍別の学習支援 1,231 

ウ社会体験（見学、職場体験など） 763 

オ調理体験（昼食づくりなど） 1,011 

キスポーツ 1,085 

ケ子供たちによるミ一子ィンゲ（行惑の笑行委員会等を含む） 370 

サ相談・カウンセリング（子供からの栂談対応） 1, 140 

ス家庭への訪問 537 

援助目擦

イ協鎖性，社会性の獲得

エ自主性・自発性の育成

力生活習恨の獲得

ウ学力笛の保隊

選択紋

イ授議室形式（務審議形式）による学習支援

エ自然体験（自然綴察、滋議体験など）

カ芸術活動（音楽、笑術、エ芸など）

ク宿泊体験

コ学習成果、波書巻や作品などの発表会

シ相談・カウンセリング（保慾脅からの棺談対応）

セその他特色ある活動

回答数

319 

151 

305 

313 

回答数

383 

898 

893 

271 

248 

1,183 

セ→その他特色ある活動，ボランティア活動（）育掃等）、交流体験活動（幼児、商齢者、他教室児霊童生徒）、SST、桑E号、保護者の室長い等

5-3学習カリキュラムの有無

ア学習カリキュラム（週ごとの時間劉を含む）を決めている。

イ学習カリキュラムは決めていない。

5-4学留教材

631 

650 

※学習に｛使用しているもの念エ選択。（筏数選択）

ア教科謬 1,219 Iイ市妓の教材（子供が持参） 1 1050 

ウ市販の教材（教室で用窓） 866 iエ可能箆が独自に作成・用意したもの I so9 
オその他…右繍に記述してください。 学校で使用している菌l教対、プリント等、イン合ーネット（無料の問題銭）

5-5活動白及び活動時間について

月限呂 火曜回 /J<Bli!日 木E翌日 会E窪田 土E遊日

午前のみ 145 128 186 144 147 20 
・・E胸砲声”・，，．．．．．・・・・・・・・・
午後のみ 15 21 18 18 15 。
終日 1013 1083 1011 1063 1078 48 

-9-



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

問6 平成26年度における家庭への訪問指導

6-1 家庭への訪問指惑の有無

ι諮己ヱ
6-2 ！方陪指導の職員数等

509 Iイ実施山ない

訪問指謬を実施した機箆の人数（人） I o.64 
索廃への訪問指壊の対象児璽生徒の人数（人） I 1.39 

6-3訪問指塁審の綴皮

ア週！こ1回 94 

イ 2週間に1回 59 

ウ月に1恩 70 

エその他・・J主体的に記述してください。 学期に1～数回、i車統で欠席したとき、必姿に応じて等

10-

772 



教育支援センター（適応指導教護）の実態調査について

悶7；翠営に係る経焚等

7-1 活動日の昼食について

ア弁当持参

ウ給食（教育委員会負担）

1029 Iイ給食（自認）

7 ｜コこなし

70 

179 

7-2子供一人あたりの経資負担

※給食認を除いた平供一人当たりの平的問弱。ただし、体験入学や芸事前相談等の霊堂用を除く。

i小学校（円） I 500 I中学校（伺） i
 

7
 

内

4ro 

1
 
1
 



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

間8 施設等について

8-1 施設の所有

※分2室等のある一部の教育セン告ーにおいては、主霊数選択

アセンヲー独自の施設である。

ウその他の公共施設の一部をi替用している。

341 1イ学校の一部を借用している。

798 ｜エ民間施設を借用している。

105 

48 

答
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品
目
』

同
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同
月
四

ケ

－

ケ

四
1
J
 
fo,9遼援に｛系る5斜面について

9-1 評価の有線

じ虫己三 、
しな
、して

’し高山｛
 

市

Ti
 
イ
ー
nυ 7
，
 

必
斗 811 

9-2評価者

※9-1においてFア評価しているJと選択した壊合に回答

首長、教務委箆会、行政評価委食会等

9-3評価指擦

※9-1において「ア評悩しているJと回答した場合に回答

在革審校への復帰率、卒議後の進路決定率、義磁学力遼成率、夜用対効果等

ワムー



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

間10学校とのi重機

10-1 遇級している児璽生徒に衡する学校とのi重機（複数回答）

選択絞 回答数

ア i盟級の突綴や支援の状況等に関して、定期的な文芸撃により4警報共有を行っている。 1,160 

イ遇級の爽綴や支援の状況毒事に関して、教1隊員と資セン聖一関箆との定期的な商談を過して、僑報共有を行っている。 1,022 

ウ学校が主催する遜級児璽生徒の支援会議に、食セン合一磯主主が参加している。 513 

エ焚センヲーが主｛寵するi霊級児璽生徒の支後会議に、教職箆が参加している。 504 

オ通級児3量生徒が在籍する学校や学級で使用しているプリント資料等を、資セン'Jーでも活用している。 970 

カ遇級児童生旋回学習由評恨や捻毒事姿鐙への記載の在り方等について、教際員と貿センター隠露が協議するなどしている固 394 

キ遜級児窓生徒の進路指導について、教磯良と食センヲー総長電とが協議を行い、i車捺して行っている。 942 

クその他…下欄に記述

生徒指軍事や教育相談の会議の利用、ケース会議の活用、Webシステム！こよる常時機報共有等

10-2児愛生徒を遜級！こ結び付けるための学校との連携（複数回答）

選択絞 回答数

ア不登校児璽生徒や保E護者に、教職員が食セン告ーの紹介等を行っている。 1,228 

イ不登校児E芝生徒や保護者に、食セン'Jー職員が焚センヲーの紹介等を行っている。 654 

ウ不登校児2量生徒や保援者に対して、食セン'J－磯良が継続的な面談等を過して支援を行っている。 805 

工不笠校児童生徒や傑鐙者に対して、食セン聖一終認とは別の心理総書事が総絞的な碕援を遇して支援を行っている。 646 

オ食セン空ーが主催する不登校児霊芝生徒の支媛会談に、教職員が参加している。 421 

力学校が主催する不去を校児蜜生徒の支援会議に、食セン告ー職員が参加している。 490 

キその他・下綴に記述

生徒指毒事銀当者会害事の利用等

10-3不受校の未然防止等のための学校との逮機（緩数回答）

選択絞 回答数

ア児雲量生徒の不登校の未然防止害事を目的として、焚セン合ーと学校が定期的に情報共有等を行っている。 749 

イ児童生徒の不畳校の未然防止等を目的として、学校からの璽騎等があった場合に、貴センタ と学校が情報共有等を行っている． 889 

ウ学校が主催する不登校の未然防止等を自約とする会絡に、食セン聖一職員が参加している。 288 

工食セン'Jーが＝主催する不登校の未然防止等を回約とする会議に、教磯箆が参加している。 272 

オ学校が主催する不登校の未然妨止等を自的とする研修会に、震センヲー職員が談師や劫雷者等として番参加している． 252 

力資セン告ーが主催する不登校の未然防止等を自的とする研修会に、教職員が参加している。 343 

キその他・・下摘に記述

｛果・小・中·~寄生徒指議i墓絡会談に職員が参加、 SSWをi遺した情報共有等

3
 
1
 



教育支援センター（適応指導教室）の実態調査について

悶11 教育委員会との逮機

11-1 遜級児童芝・生徒への指導に関する教育委員会との逮機（複数回答）

選択肢 回答数

ア i盈級の突擦や支援の状況等に関して、定期的な文芸撃によりf警報共有を行っている。 1072 

イ教育委員会の職員等が定期的に爽センヲーを訪問して、情報共有を行っている。 895 

ウ教育委員会の磯良等が設セン5'－肉に在勤するなどして、常時機報共有を行っている。 345 

工食セン5'ーが烹催する通級児3室生徒の支援会議に、教育委長霊会の磯良が参加している。 572 

オ教育委員会が主催するi盈級児宝量生徒の支援会議に、食セン告ーの機箆が参加している。 614 

カその他・下欄に記述

教育委奥会が隆接運営しているため、常時情報共有ができている。等

11-2不登校対策の推進に関する教育委員会との連携（複数回答）

選択絞 回答数

ア教育委員会が主催する不登校対策推進のための会議に、気セン聖一職員が参加している。 833 

イ教育委員会が主催する不登校対策推進のための研修や講演会等の慈雲監に、食セン聖一機箆が参加している。 854 

ウ教育委箆会が発行する不登校対策のための資料等の作成に、後セン5'一機長が関わっている。 475 

エその他…下欄に記述

定期的な学区訪問、保縫者対象の「不登校の子どもたちを支援する学校等の説明会J利用等

問12在籍者への悩報提供（複数回答）

12-1在籍者に対しての情報提供

選択肢 回答数

ア各1霊招談窓口のパンフレットを掲示や配布している。 903 

イ地域の学宮支援に関する案内等を掲示や配布している。 318 

ウ高校、大学等の進路に関するパンフレットを掲示や配布している。 814 

エ就労機関（ハローワーののパンフレツトを掲示や配布している。 166 

オフリースウール等、不登校児璽生徒の支援機関のパンフレツトを掲示や配布している。 496 

カその他・・下欄に記述

商校や各稜学校への見学、若者サポートステーションパンフレットの掲示・配布、地域における支緩者等の紹介

同 14叩
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